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感情表現の論理構造を求めて６―読者の心を動かす仕組みを考える 
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When analyzing mythical stories or folk tales in their original forms, the three important elements to a story are usually found: Firstly, a 

chain of events, if selected and arranged by primordial drives, cause readers to accept the story as universally true and they give readers 
logical stimulation. Logical stimulation is gained through the logical order of events, in other words, through the law of causality. 
Secondly, archetypical story-structures cause resonance in everyone and give readers psychological stimulation. Psychological stimulation 
is gained through archetypical story-structures, if they are based on primordial drives inherited form our ancestors. Thirdly, the typical 
plots cause readers to feel logically content with the story, because the typical plots are summed up in several forms of narration on the 
basis of the law of causality, so as to attract readers’ attention to the story. And stories can be metamorphosed by choice of actions to 
works of literature, and readers can get emotional satisfaction from them. 

 

1. はじめに 

「物語」には三つの要素が必要である．一つは「事象の

選択と配列」であり，二つ目は「原初的事象展開」であり，

三つ目は「定型的な筋立て」である．それらを適切に使う

と，受信者の智心(mind)だけでなく情心(heart)も動かす物

語ができるのではないかと思われる．ここでは，この三つ

を組み合わせた「物語の基本構図」を創り，実際に動詞を

使って「物語」を示してみる． 

2. 智心(mind)を満足させる動詞配列 

「物語」は「事象配列」であり，「事象配列」は「単位

情報配列」である．「単位情報」は「一つの動詞と一つ以

上の名詞」から出来ているので，「物語」は「動詞配列」

から出来ていると言うことができる． 

ところで，「動詞（動作・状態）」は，単独で用いられ

ることは少なく，多くの場合， 

 

【状態(state)・動作(action)】（理由・原因(reason/ cause)） 

↓ 

【動作(action)】 

↓ 

【状態(state)・動作(action)】（結果(result/ effect)） 

 

のような「因果関係」の中で用いられるので，「動詞配列

を創る」ということは， 

 

理由・原因→動作→結果 

          ↓ 

        理由・原因→動作→結果 

                  ↓ 

                理由・原因→動作→結果 

 

のように，因果律に基づいて「動詞」を連続的に選択する

ということである．したがって，「事象列を創る」という

こと，言い換えると，「物語を創る」ということは，因果

律に基づいて「動詞」を連続的に選択して， 

 

【起・原因動作・理由状態】 

 ↓ 

【承・動作】 

 ↓ 

【転・動作】                                  

↓ 

【結・結果状態 

 

のように，「動詞配列」で表すということである．この配

列によって動詞が選ばれると，たぶん，受信者の智心

(mind)を満足させる「事象列（物語）」を創ることができ

る． 

 

3. 情心(heart)を満足させる動詞配列 

受信者の情心(heart)に何らかの情感を喚起させる「事象

列（物語）」を創りたい．そこで，過去において多くの

人々の心を動かした物語の事象列を探してみる．すると，

６世紀頃のケルト文化圏のスコットランド南部で創られた

短い詩が，６００年かけて変容し，１２世紀に中世ロマン

ス『トリスタンとイズー』として完成された「事象列」が

あった．この「事象列」は，その後，さまざまな物語・

劇・小説の原型として使われる．そこで，その「物語」の

事象の変化を追うと，いくつかの派生物語・解釈などある

が，その基本的展開はきわめて簡単な原理から成っている．

その「事象列」は「一次的動因に基づく情動」（不足（不

幸・不満）から充足（幸福・満足）への意欲），いわゆる
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転から，次のような「物語の原初的事象展開」を作ること

ができる． 

 

【物語の基本構図】 

 

不足・不幸（な運命）・不満 

↓ 

逃避・逃亡・破壊・闘争 

↓ 

救援・仲介――→約束違反・行き違い→闘争 

↓            ↓      ↓ 

充足・幸福・満足   死・喪失   克服 

                ↓ 

充足・幸福・満足 

 

 この「物語の基本構図」は一次的動因を基にしているの

で，この事象列に準じて物語を作れば，この基本構図が意

識の深層で「共通感覚(common sense)」として働くので，

多くの人が納得し共感するのではないかと思われる． 

したがって，因果律に基づいて「動詞」を連続的に選択

しながら，情動に基づく原型的事象展開（不足・不幸・不

満→充足・幸福・満足）に合わせるということ，つまり， 

 

【起・原因動作・理由状態】（不足・不幸・不満） 

 ↓ 

【承・動作】（逃避・逃亡・破壊・闘争） 

 ↓ 

【転・動作】（救援・仲介―→約束違反・行き違い→闘争） 

↓                  ↓      ↓ 

【結・結果状態（充足・幸福・満足） ↓      ↓ 

（死・喪失） （克服） 

                        ↓ 

（充足・幸福・満足） 

 

のように，「ある不足・不満・不幸・状態」から「別の充

足・幸福・満足状態」に至る過程を「動詞配列」で表すと

いうことである． 

しかし，これは容易なことではない．たとえば，【腹が

減っている（不足状態）】（理由）→【食べる】（動作）

→【満腹になる（充足状態）】（結果）に至る最初の【食

べる】に関わる動作だけでも 

 

【採る】 

【拾う】 

【盗む】 

【奪う】 

【殺す】 

【買う】 

【働く】→【稼ぐ】 

【（街角で）歌う・踊る】 

【育てる】 

 

などのように，無数である．その意味で，物語を創るには

「動詞の創造的選択力」（動詞と動詞との関係性を新たに

構築することのできる力）が必要ということになる． 

したがって，「物語の基本構図」に合わせた「動詞の関

係性辞典」があるとよいのであるが，すべての動詞の関係

性を整理することはできないだろうと思われる．しかし，

幼児教育（絵本，知育教材），言語習得（日常言語能力の

習得，など）というように「目的を限定する」，とは，言

い換えると，目的を明確にして選択する動作・状態を制限

すれば，ある程度の物語を創作することは可能であり，し

かも，「情動に基づく原型的事象展開（不足・不幸・不満

→充足・幸福・満足）に合うように，因果律に基づいて動

詞（動作・状態）を連続的に選択すると，もしかしたら，

受信者の心を動かす物語を作ることが出来るかもしれない

と思われる． 

4. 物語の基本構図で物語を創ってみる 

物語は「因果関係」と「原初的事象展開」から成るいく

つかの「事象列（物語）」が，ある時間にある場面で重な

ったり交差したりしてできるものである．たとえば，場面

を共通にして，動詞を使って「物語の基本フレーム」を創

ってみる． 

 

Ａ 

起・蛙の父子は空腹である．（理由） 

承・蛙の父子は庭に獲物を探しに出る．（動作） 

転・蛙の父は蛇と出っくわす．（動作） 

  子猫が救いに来る． 

結・蛙の父は難を逃れる．（結果） 

 

Ｂ 

起・蛇は空腹である．（理由） 

承・蛇は庭に獲物を探しに出る．（動作） 

転・蛇は蛙を見つける．（動作） 

  犬が邪魔をする 

結・蛇は空腹のままである．（結果） 

 

Ｃ 

紀・子猫は淋しい．（理由） 

承・子猫は庭に出る．（動作） 

転・子猫は蛇と蛙に出会う．（動作） 
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  子猫は蛙を助ける． 

結・子猫は蛇に捕まる．（結果） 

 

Ｄ 

紀・犬は子猫の悲鳴を聞く．（理由） 

承・犬は庭に行ってみる．（動作） 

転・子猫が蛇と争っている．（動作） 

  犬は蛇と戦う． 

結・子猫は助かる．（結果） 

 

この四つの「物語の基本フレーム」は「庭」という場面

で重なっている．フレームを壊さないように因果関係に基

づく情報を加えて工夫すると，次のような絵本用の物語を

創ることができる． 

 

 

子猫のニー 

 

ニーは子猫である．猫だから普段は放っておかれて独り

でいるのが好きだ．けれども，ときどき遊んでもらいたく

なることがある．そういう時には，低い声で「ニー」と鳴

きながら，そばにいる人の足首に身体をすりつける． 

 ある日，「ニー」と訴えたけれども，誰も抱き上げてく

れなかったので，戸の隙間から庭に出た．庭で見かけたの

は緑色の蛙．お腹をパンパンに膨らませて正座している．

目は飛び出して，涙をためている．「どうしたの？」と尋

ねたけれど，返事もしないで，涙目で先を見つめている．

その先を見ると，バラの根元に２メートルほどの蛇がいた．

黒い舌先をちょろちょろと出して，舌なめずりをしている．

ニーは春生まれで「トコ」ではなかったけれど，庭のトカ

ゲやヘビにはなれていた．それで，蛇に「どうしても食べ

たいの？」と声を掛けた．蛇は「おらぁ，腹が減っている

んだ，」と答えた．蛙の方を見ると，そのずっと後ろには，

子蛙が同じようにお腹をふくらませて正座して，がたがた

震えていた．ニーは蛇に「お父さん蛙なのよ．見逃してや

ってよ」とたのんだ．蛇は「食べさせてくれよ！ 腹減っ

てんだ」と言い，「おまえ，代わりに食われるかい」とい

う目でミーをにらんだ．お父さん蛙を助けたかったので，

そっと蛇の後ろに回って，尻尾を噛もうとした．しかし，

後ろに回ったときには，蛇の尻尾はニーの身体に巻き付い

ていた．逃れようともがくと，ぎゅっと締め付けてくる．

目を真っ赤にして，手足をばたばたさせて，ニーニー泣い

た．すると，いつも喧嘩している犬のゴンが，蛇の前で

「僕のドッグフードあげるよ」と吠えた． 

「いや，だめだ．おれは自分で獲った生きているものし

か喰わないんだ．おまえたちはドッグフードとかキャッツ

フードとかをもらって暮らしているからわからないんだ．

生きるってのは，自分でとっ捕かまえて喰うことだ．この

蛙だってそうだぜ．二階の窓辺のスタンドの明かりに集ま

る虫を求めて，垂直の壁を６メートルも登るんだ．俺たち

は命がけで自分で獲って食べて生き合っているんだ．それ

ぞれ分に応じて一生懸命に生きるっていうのが共に生きる

ということなんだ．あてがいぶちで暮らすのは生きている

といわないんだ」 

「でも，うまく獲れなかったら？」 

「そりゃー，お前・・・飢えて死ぬさ．」 

というと，そのまま，蛇は草の上を這って音も立てずに庭

の石段の下の穴に入っていった．蛙の親子はいつの間にか

消えていた．「私だって，ネズミを追っかけたいんだ」と

つぶやいて，子猫のニーはいつものソファの上に寝転んだ．

ゴンは丸くなって上目遣いで空を見た．空にはウサギの形

の雲が浮かんでいた． 

 

 このように，情動に基づく原型的事象展開（不足・不

幸・不満→充足・幸福・満足）に合うように，因果律に基

づいていくつかの動詞を連続的に選択して，ある（不足・

不幸・不満）状態から別の（充足・幸福・満足）状態にす

れば，受信者の情心(heart)に何らかの情感を移転させ，智

心(mind)を納得させる物語を創ることができるのではない

かと思われるのである． 
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